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図 1. 各条件の主観的評価 
** : p < 0.01,  *** : p < 0.001,  ns : not significant ,  n = 12 
図 2. 各条件の電気味覚閾値 
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度」の 4 つの共感尺度を測定した。 
 
【結果】他者の発言は、VAS 法による「おいしさ」の評定
に明らかな影響を与えた（図１）。条件 c の評定( 60.1 ± 
6.0 )は、条件 a( 77.8 ± 5.2 )および条件 b( 82.8 ± 4.1 )
の評定より有意に低かった（それぞれ p < 0.005, p < 
0.005、図.1 ）。また、「好み」に関しても条件 c( 60.7 ± 
6.3 )は、条件 a( 76.1 ± 5.4 )および条件 b( 83.0 ± 4.5 )
より有意に低かった(それぞれ p < 0.001, p < 0.001 )。し
かし、他者の発言は、電気味覚閾に影響を与えなかった( p 
> 0.05 )。「おいしさ」の評定と 4 つの多次元共感尺度間に
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